
   sorezoreno 

夏
の
終
わ
り
を
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

ど
う
締
め
く
く
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？ 

空
が
高
く
な
り
、
ス
ス
キ
の
穂
が
で
て
、

汗
ば
む
日
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

七
月
の
探
偵
団
は
、
蓑
田
尚
美
さ
ん
を

団
長
に
計
十
三
名
が
、
北
富
士
演
習
場
の

探
索
を
し
ま
し
た
。 

陽
射
し
の
強
い
一
日
で
し
た
が
、
め
ず

ら
し
い
植
物
や
野
鳥
に
で
あ
い
、
年
齢
・

性
別
を
こ
え
た
だ
れ
も
が
、
少
年
の
夏
に

し
ば
し
足
を
踏
み
入
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

参
加
者
の
感
想 

   

北
富
士
演
習
場
内
に
一
回
は
入
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
マ
ム

シ
よ
け
に
、
長
靴
持
参
と
い
う
こ
と
で
、

恐
る
恐
る
の
山
麓
探
偵
団
初
参
加
で
し

た
。 

 

団
長
の
蓑
田
さ
ん
は
実
に
多
く
の
草

花
の
名
前
を
ご
存
知
で
、
そ
の
知
識
の

豊
富
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
と
て
も
覚
え

き
れ
な
い
た
め
、
名
前
を
紙
に
書
き
留

め
ま
し
た
が
、
次
に
一
人
で
見
つ
け
た

時
に
名
前
が
思
い
出
せ
る
の
は
正
直
な

と
こ
ろ
幾
つ
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
「
一
回
の
参
加
で
、
二
つ
ず
つ

で
も
名
前
を
覚
え
て
い
っ
て
も
ら
え
ば

よ
い
。
」
と
蓑
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

下
さ
っ
た
の
で
一
安
心
。 

山
麓
探
偵
団
通
信 

平成２０年９月号    （２００８－９） 

 

９月号 

 

白
い
可
愛
い
花
な
の
に
、
根
が
紫
色

だ
か
ら
ム
ラ
サ
キ
と
い
う
名
の
、
初
め

て
出
会
っ
た
花
。
希
少
だ
と
い
う
サ
ギ

ソ
ウ
に
も
少
し
似
た
ミ
ズ
チ
ド
リ
。
イ

タ
ア
ザ
ミ
と
ノ
ア
ザ
ミ
は
花
だ
け
見
て

い
て
も
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
葉
の

痛
さ
で
違
い
が
何
と
か
分
か
り
そ
う
で

す
。
ウ
ド
は
大
木
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
本
当
に
ウ
ド
か
と
意

外
で
し
た
。
シ
モ
ツ
ケ
は
以
前
、
ど
こ

か
で
見
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
に
、
名
前

と
姿
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
可
愛
ら

し
い
花
で
し
た
。 

              

一
番
の
驚
き
は
ブ
タ
ク
サ
で
し
た
。

近
く
に
あ
っ
た
ヨ
モ
ギ
の
葉
の
形
も
よ

く
知
ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
そ
れ
に

似
た
葉
が
、
秋
に
花
粉
症
を
引
き
起
こ

す
ブ
タ
ク
サ
と
は
、
教
え
て
下
さ
る
ま

で
全
く
知
ら
ず
、
新
鮮
な
発
見
で
し
た
。 

 

日
頃
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て

い
る
た
め
、
鳥
に
は
だ
い
ぶ
詳
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
植
物
に
は
疎
い
私

に
と
っ
て
、
自
分
の
知
識
が
少
な
い
分

野
を
蓑
田
団
長
ほ
か
、
植
物
に
詳
し
い

参
加
者
の
お
か
げ
で
い
く
ら
か
開
拓
す

る
こ
と
が
出
来
、
有
意
義
な
機
会
で
し

た
。
ま
た
逆
に
鳥
に
詳
し
く
な
い
参
加

者
に
、
あ
れ
が
ノ
ビ
タ
キ
で
す
と
お
伝

え
出
来
て
、
少
し
は
お
役
に
立
て
た
か

な
と
い
う
思
い
で
す
。 

             

活
動
終
了
間
際
に
な
っ
て
、
雨
が
ぱ

ら
つ
い
た
り
、
雷
が
鳴
り
出
し
た
も
の

の
、
傘
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、

マ
ム
シ
に
出
会
う
こ
と
も
な
く
、
カ
ッ

コ
ウ
の
鳴
き
声
を
時
折
聞
き
な
が
ら
、

無
事
に
終
了
出
来
て
、
良
か
っ
た
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
す
ぐ
近
く
で
、
ウ
グ
イ
ス
が
さ

え
ず
る
木
蔭
で
の
休
憩
な
ど
、
良
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
単
独
で
は
難
し

か
っ
た
貴
重
な
体
験
を
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

（
Ｋ
・
Ⅰ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
月
の
探
偵
団
活
動 

 

  

〈
富
士
山
三
合
目
付
近
を
散
策
〉 

 

昨
年
十
二
月
の
活
動
で
は
、
吉
田
登

山
口
か
ら
の
古
道
を
、
三
合
目
ま
で
歩

き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
今
回
は
「
三
合
目
付
近
」
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の
あ
た
り
を
歩

く
の
か
楽
し
み
で
す
。
秋
風
の
立
つ
山

麓
を
、
ご
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

✿ 
 

♪ 
 

♯ 
 

✿ 

団
長
：
伊
藤
浩
美
さ
ん 

日
時
：
九
月
十
八
日
（
木
）
二
十
日
（
土
） 

集
合
：
午
前
九
時
に
「
あ
み
ん
」 

持
ち
物
： 

昼
食
・
マ
イ
カ
ッ
プ
・
敷

物
・
双
眼
鏡
か
虫
眼
鏡
、
ポ
ケ
ッ
ト

図
鑑
の
あ
る
人
は
持
参
さ
れ
た
ほ
う

が
よ
い
で
し
ょ
う
。 

参
加
費
：
２
３
０
０
円
（
保
険
代
・
ガ

イ
ド
料
含
） 

申
し
込
み
は
、
二
日
前
ま
で
、
メ
ー
ル

か
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

◇ 
 
 

◇ 
 
 

◇ 

お
し
ら
せ
！ 

十
月
の
予
定
は
、
伊
藤
浩
美
団
長
で
、

十
六
日
（
木
）
と
十
八
日
（
土
）、
三
ツ

峠
登
山
で
す
の
で
、
今
か
ら
体
調
を
整

え
、
ご
予
定
く
だ
さ
い
。 

十
一
月
は
、
紅
葉
を
ね
ら
い
ま
す
。 

   

発
行
＝ 

山
麓
探
偵
団 

事
務
局  

山
梨
県
山
中
湖
村
平
野
一
六
九
八  

電
話

〇
五
五
五･

六
五
・
七
〇
二
三 

＜蓑田団長と参加団員の活動風景＞ 

＜虫をねらうノビタキ＞ 
演習場内：〔あみんのお客さま撮影〕 
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sorezoreno

夏の終わりを、みなさんそれぞれどう締めくくっていらっしゃいますか？


空が高くなり、ススキの穂がでて、汗ばむ日が少なくなりました。


七月の探偵団は、蓑田尚美さんを団長に計十三名が、北富士演習場の探索をしました。


[image: image2.jpg]



陽射しの強い一日でしたが、めずらしい植物や野鳥にであい、年齢・性別をこえただれもが、少年の夏にしばし足を踏み入れたようです。


[image: image3.bmp]参加者の感想


　

　北富士演習場内に一回は入ってみたいと思っていましたが、マムシよけに、長靴持参ということで、恐る恐るの山麓探偵団初参加でした。

　団長の蓑田さんは実に多くの草花の名前をご存知で、その知識の豊富さに驚きました。とても覚えきれないため、名前を紙に書き留めましたが、次に一人で見つけた時に名前が思い出せるのは正直なところ幾つもないかもしれません。しかし「一回の参加で、二つずつでも名前を覚えていってもらえばよい。」と蓑田さんがおっしゃって下さったので一安心。

　白い可愛い花なのに、根が紫色だからムラサキという名の、初めて出会った花。希少だというサギソウにも少し似たミズチドリ。イタアザミとノアザミは花だけ見ていても区別がつきませんが、葉の痛さで違いが何とか分かりそうです。ウドは大木になっていなかったので、これが本当にウドかと意外でした。シモツケは以前、どこかで見たことはあったのに、名前と姿が一致していなかった可愛らしい花でした。


　一番の驚きはブタクサでした。近くにあったヨモギの葉の形もよく知らなかった私ですが、それに似た葉が、秋に花粉症を引き起こすブタクサとは、教えて下さるまで全く知らず、新鮮な発見でした。

　日頃バードウォッチングをしているため、鳥にはだいぶ詳しくなってきましたが、植物には疎い私にとって、自分の知識が少ない分野を蓑田団長ほか、植物に詳しい参加者のおかげでいくらか開拓することが出来、有意義な機会でした。また逆に鳥に詳しくない参加者に、あれがノビタキですとお伝え出来て、少しはお役に立てたかなという思いです。




　活動終了間際になって、雨がぱらついたり、雷が鳴り出したものの、傘などを使用することなく、マムシに出会うこともなく、カッコウの鳴き声を時折聞きながら、無事に終了出来て、良かったなと思っています。


またすぐ近くで、ウグイスがさえずる木蔭での休憩など、良い思い出となりました。単独では難しかった貴重な体験を、ありがとうございました。　　　　（Ｋ・Ⅰ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九月の探偵団活動　

〈富士山三合目付近を散策〉

　昨年十二月の活動では、吉田登山口からの古道を、三合目まで歩きました。


　さて、今回は「三合目付近」ということですが、どのあたりを歩くのか楽しみです。秋風の立つ山麓を、ご一緒に歩きましょう！

　　✿　　♪　　♯　　✿

団長：伊藤浩美さん


日時：九月十八日（木）二十日（土）


集合：午前九時に「あみん」

持ち物：　昼食・マイカップ・敷物・双眼鏡か虫眼鏡、ポケット図鑑のある人は持参されたほうがよいでしょう。


参加費：２３００円（保険代・ガイド料含）


申し込みは、二日前まで、メールか電話でお願いします。

　　◇　　　◇　　　◇

おしらせ！


十月の予定は、伊藤浩美団長で、十六日（木）と十八日（土）、三ツ峠登山ですので、今から体調を整え、ご予定ください。

十一月は、紅葉をねらいます。
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